
コード記入日： 平成 年度

　

　 H 21 ～ H 23

　

① 補てん頭数②③①②

7,000 7,000
402040602コード

人 件 費 単 価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000従 事 職 員 数 人 0.3 0.1 0.1 0.1千円 2,100 700 700 700
一 般 財 源 千円 2,100 700 500 100700 700そ の 他 千円 1,000 400起 債 千円県 補 助 金 千円Ｃの財源内訳 国 補 助 金 千円直接事業費 A 千円 1,000 400 500 1001,200 800総事業費Ｃ　（A+B） 千円 3,100 1,100 500 100成果指標 千円 1000 400 2単位 全体計画

昨今の景気後退による子牛価格の低迷、飼料価格の高騰等により畜産農家の経営に与える影響は多大でありこのままでは地域農業全体を衰退させてしまいかねない。　そこで、五島家畜市場に出荷された一定基準を満たす（別紙概要書）子牛ついて子牛価格補てんを実施することにより畜産農家の経営努力を促すとともに経営の安定に寄与するものである。 ③ 経営の安定（成果指標名称） （成果指標数値） （指標積算根拠） （目標達成年度）
対象：誰、何を対象にしているのか 対象指標：対象の大きさを表す指標
目的：何をしたいのか 成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入 活動指標：事務事業の活動量を表す指標８頭家畜市場出荷子牛のうち一定基準に達しない子牛の価格補てんを実施する。　　　平成21年度計画見込み頭数　８頭
113関連計画 法令・条例規則等事務事業コード 4020406 細目コード目コード 4施策コード 402 項コード

平成２７年度以降

総合計画の位置付け 財務会計の位置付け政策コード 4 款コード 63基本事業コード 40204
23 内 野 國 夫担当者 年度21 ～ 平成平成 21 年度

402040602
事業種類 単年度繰返事業事業期間評価対象事業名称 子牛価格補てん補助事業作成年度 課コード 115H21.7.8

事 務 事 業 事 前 評 価 表

課　名 農林課課長名 田本耕一

（活動指標名称） （活動指標数値） （指標積算根拠）

内訳 人件費　B
平成２１年度 平成２２年度活動指標 頭数 20 8 10

平成２１年度計画補てん頭数
１，０００千円 計画補助額 平成２３年度

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

政 策 名 称施 策 名 称基本事業名称事務事業名称 自立する産業の育成、雇用の確保農林業の振興畜産の振興子牛生産奨励補助事業費
（対象１）（対象２） 畜産農家 （対象指標１）（対象指標２） ８戸計画（PLAN)

実施（DO)

評価（CHECK)



３次
※３次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

  
町の対応

 ● ●
住民等の意見

   事業内容を見直して事業を実施する 次年度以降に計画どおり実施する次年度以降に計画を見直して実施する次年度以降に類似事業と整理統合して実施する  類似事業と整理統合して実施する事業費を増額して事業を実施する計画どおりに事業を実施する １次 ２次   事業採択結果 １次 ２次 ３次   

２次評価 畜産農家の経営安定化を図る必要があるが、出荷前の子牛飼育のあり方など関係する機関等と連携し指導・助言を行っていくこと。

評価項目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
１次評価 事業の緊急性・必要性 　本町にとって肉用牛飼養繁殖生産は農業の基幹的作物であり景気後退による子牛価格の低迷は、畜産農家の経営を圧迫しており、このままでは地域農業全体を衰退させてしまいかねない。　補てんすることで、畜産農家の経営努力を促し、基準を満たす優良牛づくりを推進することから、農業振興からみても必要である。類似事業との関連 補助事業にのせるには規模が小さすぎる。費用対効果 町の繁殖牛増頭計画、畜産農家の技術向上に向けても、費用対効果は十分に期待できる。

  当分の間は実施しない 事業費を減額して事業を実施する

評価（CHECK)


